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改訂：2018年 6月 25日

Cisco IW3702 Access Point取付ガイド
このガイドでは、Cisco IW3702 Access Pointの設置手順について説明します。

設置と設定の詳細については、Cisco.comで Cisco IW3702のマニュアルを参照してください。

表記法

このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンド、キーワード、およびユーザが入力するテキストはboldで記載されます。boldフォント

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示

しています。

イタリック体

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示してい
ます。

{x | y | z }

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。[ x | y | z ]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。引用符を使用すると、その
引用符も含めて stringとみなされます。

string

システムが表示する端末セッションおよび情報は、courierフォントで示しています。courierフォン
ト

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示しています。< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで示しています。[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コメント行であることを示しま
す。

!、#

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

Means「要注意」の意味です。 In this situation, youmight perform an action that could result in equipment damage
or loss of data.

注意
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IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONSMeans danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before
you work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of eachwarning to locate its translation
in the translated safety warnings that accompanied this device.SAVE THESE INSTRUCTIONS

危険

Regulatory:追加情報を提供するため、および規制要件または顧客要件に準拠するために定められています。（注）

はじめに

Cisco IW3702 Access Pointは、以下を含むさまざまな場所に設置することができます。

•吊り天井の天井裏

•堅い天井面や壁面

•電気ボックスまたはネットワークボックス内

•車両内（列車、バス、自動車、バン、トラックなど）

•支柱上

取り付け用部品

Cisco IW3702 Access Pointには、本体一体型の取り付けフランジがあります。以下の部品も使用できます。

• DINレール取り付けブラケット

•支柱取り付けブラケット

必要な取り付け用部品は、次のように取り付ける位置によって異なります。

•天井、堅い天井面、壁面の場合、本体一体型の取り付けフランジを使用してアクセスポイントを直接取り付けま
す。

取り付けフランジは、アクセスポイントのポートがない側にあります。

•電気キャビネットまたはネットワークボックスの場合、取り付けフランジまたは DINレール取り付けブラケット
を使用して、アクセスポイントを直接取り付けます。

•支柱に設置する場合は、支柱取り付けブラケットを使用します。
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取り付けブラケットの部品番号

これらのブラケットは Cisco IW3720アクセスポイントに付属していません。個別に注文できます。（注）

表 1 : Cisco IW3702取り付けブラケットの部品番号

シスコの部品番号取り付けブラケット

AIR-ACCDMK3700=DINレール取り付けブラケット

AIR-ACCPMK3700=支柱取り付けブラケット（直径2～3.2インチの支柱用）

AIR-ACCPMK3700-2=支柱取り付けブラケット（直径 2～ 16インチの支柱用）

アクセスポイントの取り付け

Cisco IW3702 Access Pointには、空気が自然対流する空間が必要です。アクセスポイントの周囲に、遮るものが
ない空きスペースを 4インチ（10.16 cm）以上確保してください。

（注）

一体型フランジマウントの使用

限られたスペースの場合、または強い衝撃や振動が発生する場所に設置する場合には、一体型フランジマウントを使

用して直接取り付ける方法が一般的です。

一体型フランジマウントを使用してアクセスポイントを取り付けるには、次のようにします。

手順

ステップ 1 アクセスポイントの設置には、アクセスポイントの重量を十分に支えられる場所を選んでください。

ステップ 2 アクセスポイントの取り付け穴をテンプレートとして使い、取り付け場所に印を付けます。
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0.28インチ（7.12 mm）の取り付け穴1

ステップ 3 取り付け面に、1/4-20またはM6のボルトに合うプラスチックウォールアンカー用の穴をあけ、適切なア
ンカーを取り付けます。次の図は、穴の位置を示します。
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ステップ 4 吊り天井の取り付け穴とアクセスポイントの取り付け穴の位置を合わせます。

ステップ 5 取り付けネジを取り付け穴 4箇所のそれぞれに挿入し、締め付けます。

ステップ 6 キーホールを使って、「ハンズフリー」インストールができます。

アクセスポイントがしっかりと固定されたことを確認してください。（注）
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DINレール取り付けブラケットの使用
DINレール取り付けブラケットは、ネットワーククローゼットまたはキャビネット、電気クローゼットまたはキャビ
ネット内で、または軽度の衝撃や振動がある配線室で使用できます。図 1 : DINレール取り付けアセンブリ（7ペー
ジ）に DINレール、DINレール取り付けアセンブリを示します。

図 1 : DINレール取り付けアセンブリ

DINレール取り付けブラケットクリップ235 mm DINレール（シスコによる提供なし）1

アクセスポイントを DINレールに取り付けるには、次のようにします。

手順

ステップ 1 次の図に示すように、付属のM6部品を使用してアクセスポイントおよびDINレール取り付けブラケット
を組み立てます。
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M6ネジ（締め付けトルク
6～ 7フィートポンド
（8.1～ 9.5 Nm））

3スチール製DIN取り付け
ブラケット

1

アクセスポイント4M6挿入部2

ステップ 2 DINレールの真正面でアクセスポイントアセンブリの位置を決めます。

ステップ 3 バネ式の上部取り付けクリップの下に DINレール取り付けブラケットを挿入します。

スリップ防止クリップに DINレールが固定されたことを確認してください。（注）

ステップ 4 DINレール取り付けブラケットの下側のリップが下部取り付けブラケットクリップに固定されるまで、保
持ハンドルを引いて下げます。

ステップ 5 保持ハンドルを離します。
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支柱取り付けブラケットの使用

アクセスポイントを取り付ける支柱のサイズに応じて、次の表に挙げる支柱取り付けブラケットのどちらかを選択で

きます。

表 2 : Cisco IW3702支柱取り付けブラケットの部品番号

該当する支柱の直

径

シスコの部品番号取り付けブラケット

2～ 3.2インチAIR-ACCPMK3700=支柱取り付けブラケット

2～ 16インチAIR-ACCPMK3700-2=支柱取り付けブラケット
2

取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=の使用

取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=を使用してアクセスポイントを支柱に取り付けるには、次のようにします。

手順

ステップ 1 付属の Uボルト、ワッシャ、ナットを使用して、取り付けブラケットを支柱に取り付けます。
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M8 X 1.25ナットとワッシャ3直径 2～ 3.2インチ（5～ 8 cm）
の支柱

1

支柱取り付けブラケット4M8 X 1.25 Uボルト2

ステップ 2 付属のボルト、ワッシャ、ナットを使用して、アクセスポイントをマウントプレートに取り付けます。

Uボルトの両方のナットが均等に締め付けられたことを確認してください。片側を締め付けすぎ
ると、Uボルトがゆがみます。

（注）

ステップ 3 ナットを 6～ 7フィートポンド（8.1～ 9.5 Nm）のトルクで締め付けます。
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アクセスポイント1

M6ボルトとワッシャ2

支柱取り付けブラケット3

アクセスポイントが取り付けブラケットにしっかりと固定されたことを確認してください。（注）

キーホールを使って、「ハンズフリー」インストールができます。ナットを 6～ 7フィートポンド（8.1
～ 9.5 Nm）のトルクで締め付けていることを確認します。

取り付け部品を十分なトルクで締め付けないまま、アクセスポイントから離れないでください。注意
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取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2=の使用

取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2=は、直径 2～ 16インチの支柱をサポートします。取り付けブラケットを使
用してアクセスポイントを支柱に取り付けるには、次のようにします。

手順

ステップ 1 アクセスポイントを取り付ける支柱の直径に合わせて、支柱クランプブラケットの 2本のストラップブ
ラケットを組み立てます。次の図に、支柱の直径インジケータと支柱クランプブラケットのボルト穴を

示します。

図 2 :支柱クランプブラケットの調整穴の位置

支柱サイズのインジケータ

• 2～ 6インチ

• 6～ 11インチ

• 11～ 16インチ

1

支柱の直径に適合するボルト穴（ここでは11～16インチを使用）2

ステップ 2 次の図に示すように、使用する柱の直径に応じて、支柱クランプブラケットにストラップブラケットの

位置を合わせ、各ストラップブラケットを 2本のM8 x16のボルトで（ロックワッシャを併用して）固
定します。ボルトを 13～ 15フィートポンド（17.6～ 20.3 Nm）で締め付けます。
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図 3 :組み立てられた支柱クランプブラケットとストラップブラケット

M8 x1.25x16ボルト（ロックワッシャ付き）1

支柱クランプブラケット2

ストラップブラケット（直径11～16インチの支柱に合わせた場合）3

ステップ 3 M8ナットを支柱クランプブラケットの支持ボルトにねじ込み、ボルトが脱落しないようナットを十分
に締め付けます。

ステップ 4 アクセスポイントを垂直の支柱に取り付ける場合は、2本の金属帯を支柱に巻き付けてアクセスポイン
トをサポートする必要があります。この手順を実行するには、柱取り付けキットに付属していない工具

や資材が別途必要です（詳細については、次の表を参照）。
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表 3 :アクセスポイントを支柱に取り付けるために必要な資材

キットに付

属

必要な資材取り付け方

法

○

×

○

×

×

• 0.75インチ（1.9 cm）のステンレススチール製バンド 2個

•結束ストラップ用工具（BAND IT）（Cisco AIR-BAND-INST-TL=）

•アースラグ（アクセスポイントに付属）

•アースラグ用の圧着工具（CD-720-1ダイ付きの Panduit CT-720）
（http://onlinecatalog.panduit.com）

• #6 AWGアース線

垂直支柱

ステップ 5 アクセスポイントを取り付ける支柱上の位置を選択します。アクセスポイントは、直径が 5.1～ 40.6 cm
（2～ 16インチ）の支柱に取り付けることができます。

ステップ 6 支柱が 3.5インチ（8.9 cm）より太い場合は、2本の金属製ストラップを使用して支柱クランプブラケッ
トアセンブリを支柱に取り付けます（次の図を参照）。ストラップ用工具（BAND IT）
（AIR-BAND-INST-TL=）に同梱されている手順に従い、ストラップブラケットのスロットを通して、
各金属製ストラップを 2回巻きます。

支柱クランプブラケットとストラップブラケットの間の広いすき間を通して金属製ストラップ

を巻かないでください。アクセスポイントを適切に固定できなくなります。

注意
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図 4 : 3.5インチ（8.9 cm）よりも太い支柱に取り付けたクランプブラケットアセンブリ

金属製の取り付けストラッ

プ

3支柱クランプブラケット1

支柱4ストラップブラケットのストラップスロッ

ト

2

ステップ 7 直径が 3.5インチ（8.9 cm）以下の支柱の場合は、支柱クランプブラケットとストラップブラケットの
間のすき間を通して巻いた 2本の金属製ストラップを使用して、支柱クランプブラケットアセンブリを
支柱に取り付けます。これにより、極端な環境下でも最大強度で固定できます。ストラップ用工具（BAND
IT）（AIR-BAND-INST-TL=）に同梱されている手順に従い、各金属ストラップを 2回巻きます。

支柱クランプブラケットとストラップブラケットの間の広いすき間を通して金属製ストラップ

を巻かないでください。アクセスポイントを適切に固定できなくなります。

注意
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ステップ 8 必要に応じて、金属製ストラップを締める前に、支柱クランプブラケットを支柱に設置します。

金属製ストラップを完全に締め付けると、金属製ストラップを切断または分解しない限り、支

柱クランプブラケットを調整できなくなります。

（注）

ステップ 9 結束ストラップ用工具（BAND IT）（Cisco AIR-BAND-INST-TL=）を使用し、工具に同梱されている手
順書に従って金属ストラップを締めます。金属バンドはできる限り固く締めてください。

ステップ 10 取り付けブラケットを支柱クランプブラケットの支持ボルトに載せます。

ステップ 11 4本のM8 x16ボルトを（平ワッシャとロックワッシャ付きで）ボルト穴に取り付けます。

図 5 :取り付けブラケットと支柱クランプブラケットアセンブリ

ボルト穴3支柱クランプブラケットアセンブ

リ

1

取り付けブラケッ

ト

4アクセスポイント支持ボルト2

ステップ 12 ボルトとナットを手で締めます（強く締めすぎないでください）。

ステップ 13 取り付けブラケットユニットの上端が水平になるように調節し、ボルトとフランジナットを 13～ 15
フィートポンド（17.6～ 20.3 Nm）で締めます。

ステップ 14 付属のボルト、ワッシャ、ナットを使用して、アクセスポイントをマウントプレートに取り付けます。

ステップ 15 ナットを 6～ 7フィートポンド（8.1～ 9.5 Nm）のトルクで締め付けます。
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図 6 :取り付けブラケットに取り付けたアクセスポイント

アクセスポイント1

M6ボルトとワッシャ2

支柱取り付けブラケッ

ト

3

アクセスポイントが取り付けブラケットにしっかりと固定されたことを確認してください。（注）

取り付け部品を十分なトルクで締め付けないまま、アクセスポイントから離れないでください。注意
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電源アダプタの取り付け

取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=または AIR-ACCPMK3700-2=を使用して電源アダプタ
（AIR-PWRADPT-3700NA=、AIR-PWRADPT-3700IN=）を支柱上のアクセスポイントに取り付けるには、以下のセク
ションの手順を実行します。

取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=を使用した電源アダプタの取り付け
取り付けブラケットAIR-ACCPMK3700=を使用して電源アダプタ（AIR-PWRADPT-3700NA=、AIR-PWRADPT-3700IN=）
を支柱上のアクセスポイントに取り付けるには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=の使用（9ページ）のステップ 1の説明に従って取り付けブラ
ケットを設定していることを確認します。

ステップ 2 図 7 :取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=を使用して取り付けられた電源アダプタ（19ページ）に
示されているように、電源を 4本の 6-32ネジで取り付け、ネジを 8.3～ 11インチポンド（0.9～ 1.2 Nm）
のトルクで締め付けます。
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図 7 :取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=を使用して取り付けられた電源アダプタ

DC出力ケーブ
ル

3電源アダプ

タ

1

10インチ以上4タイラップ2

ステップ 3 余分なケーブルが束ねられ、取り付けブラケットにタイラップされていることを確認します。図 7 :取り
付けブラケット AIR-ACCPMK3700=を使用して取り付けられた電源アダプタ（19ページ）に示されてい
るようにケーブルを配線します。

ステップ 4 図 7 :取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=を使用して取り付けられた電源アダプタ（19ページ）に
示されているように、電源の下端からコネクタの端までの長さが10インチ以上になっていることを確認し
ます。

ステップ 5 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700=の使用（9ページ）のステップ 2およびステップ 3で説明され
ているように、アクセスポイントをマウントプレートに取り付けます。
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取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2=を使用した電源アダプタの取り付け
取り付けブラケットAIR-ACCPMK3700-2=を使用して電源アダプタ（AIR-PWRADPT-3700NA=、AIR-PWRADPT-3700IN=）
を支柱上のアクセスポイントに取り付けるには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2=の使用（12ページ）のステップ 1～ 13の説明に従って取り付
けブラケットを設定していることを確認します。ただしステップ 11については、下側の 2本のボルトを、
次の図の No. 6に示す位置に変更する必要があります。

ステップ 2 図 8 :取り付けブラケットAIR-ACCPMK3700-2=を使用して取り付けられた電源アダプタ（20ページ）に
示されているように、電源を 4本の 6-32ネジで取り付け、ネジを 8.3～ 11インチポンド（0.9～ 1.2 Nm）
のトルクで締め付けます。

図 8 :取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2=を使用して取り付けられた電源アダプタ
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10インチ以上4電源アダプ

タ

1

6-32ネジ 4本5タイラップ2

ボルトの位置を変

更

610インチ以
上

3

ステップ 3 余分なケーブルが束ねられ、取り付けブラケットにタイラップされていることを確認します。図 8 :取り
付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2=を使用して取り付けられた電源アダプタ（20ページ）に示されて
いるようにケーブルを配線します。

ステップ 4 図 8 :取り付けブラケットAIR-ACCPMK3700-2=を使用して取り付けられた電源アダプタ（20ページ）に
示されているように、電源の下端からコネクタの端までの長さが10インチ以上になっていることを確認し
ます。

ステップ 5 取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2=の使用（12ページ）のステップ 14およびステップ 15で説明
されているように、アクセスポイントをマウントプレートに取り付けます。

アクセスポイントの接地

アクセスポイントを接地する方法についての詳細は、Cisco.comで『Cisco IW3702 Getting Started Guide』の「Grounding
the Access Point」の項を参照してください。

関連資料

• Cisco IW3702 Access Pointスタートアップガイド
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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事

項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用は、

すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡くだ
さい。

FCCクラス A準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規定された仕様のクラス Aデジタル装置の制限に準拠していることが確認済
みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放

射する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。住宅

地でこの装置を使用すると、干渉を引き起こす可能性があります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があります。

FCCクラス B準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規定された仕様のクラス Bデジタル装置の制限に準拠していることが確認済
みです。これらの制限は、住宅地で使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。本機器は、無線周波数エネルギーを生成、使用、または放射する可

能性があり、指示に従って設置および使用しなかった場合、無線通信障害を引き起こす場合があります。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証す

るものではありません。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないようにしてください。干渉しているかどうかは、装置の電源の

オン/オフによって判断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセントに機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビに詳しい技術者に連絡します。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC認定が無効になり、さらに製品を操作する権限を失うことになります

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public domain version of
the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコおよ

びこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保証をは

じめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめとする、間

接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わないものとしま

す。

このマニュアルで使用している IPアドレスおよび電話番号は、実際のアドレスおよび電話番号を示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、ネット
ワークトポロジ図、およびその他の図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスおよび電話番号が使用されていたとしても、それは意図

的なものではなく、偶然の一致によるものです。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries.To view a list of Cisco trademarks, go to this URL:
https://www.cisco.com/go/trademarks.Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners.The use of the word partner does not imply a partnership relationship
between Cisco and any other company.(1721R)

© 2015-2018 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

https://www.cisco.com/go/trademarks


【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご
確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては、

日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている場合が
ありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サ

イトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、

弊社担当者にご確認ください。


	Cisco IW3702 Access Point 取付ガイド
	Cisco IW3702 Access Point 取付ガイド
	表記法
	はじめに
	取り付け用部品
	取り付けブラケットの部品番号

	アクセス ポイントの取り付け
	一体型フランジ マウントの使用
	DIN レール取り付けブラケットの使用
	支柱取り付けブラケットの使用
	取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= の使用
	取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= の使用


	電源アダプタの取り付け
	取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700= を使用した電源アダプタの取り付け
	取り付けブラケット AIR-ACCPMK3700-2= を使用した電源アダプタの取り付け

	アクセス ポイントの接地
	関連資料


